
 

 

 
 

 

 

 

 １月２３日（火）あつまるネットのご協力を得て、地域のみなさんにも来校してもらい、1日防災

学習を行いました。１校時目は、各学年での災害・防災に関した道徳の授業を行いました。２校時目

は、体育館にて厚真町の防災アドバイザーでもある定池祐季先生（東北学院大学准教授）による講演

を聞き、「冬場に停電になったらどう対応するか？」など過去の事例をもとに考えを深めていきまし

た。３・４校時は、「さすけなぶる」という課題解決型の避難所運営体験を行いました。学年縦割り

のグループに、地域のみなさんや先生方も入り、出された課題に対して協働して、原因や解決策を考

えていきました。この 1 日防災学習を振り返り、普段からの備えが大事ということを改めて知るこ

とができました。また、定池先生からは、「助かり、助けるために必要な力として、想像力、調整力、

行動力が大事。自分ひとりが頑張りすぎるのではなく、まわりと調整することが大事」ということを

教えてくださいました。 

 今回の学習では、なによりも地域の皆様にもご来校いただき、子どもたちと一緒に考えを深めた

り、人生の先輩として助言をしていただいたりしました。子どもたちも自分事として、防災について

考えることができました。心から感謝申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

【学校教育目標】 

知性豊かで実践力のある人 

ふれ合いを大切にする人 

たくましい体力・気力のある人 

全道中体連スピードスケート大会（１月５日（金）～７日（日）釧路にて） 

稲川帆乃花 500m 48.56 27 位、1000m 1:42.52 36 位    大捕瑚々奈 500m 47.89 21位、1000m 1:44.22 45 位 

北島未聖 1500m 2:27.93 17位、3000m 5:02.82 6 位入賞  北島 千聖 1500m 2:38.71 39 位、1000m 1:43.05 38 位 

 

北島未聖さん、大捕瑚々奈さんは、２月２日（金）～２月６日（火）の全国大会（長野）に出場します。 

 



右 記 QR コ ー ド か ら 学 校 ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス で き ま す 。 ご 活 用 く だ さ い 。  

定 期 的 に 更 新 し て い ま す 。   http://www.atsuma-kyoiku.jp/kounan / 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（金）全学年学力テスト 

職員会議（１４：４０） 

スクールカウンセラー来校 

全国中体連スピードスケート大会（６日まで） 

６日（火）委員会 

８日（木）小６登校日・新入生説明会（5校時） 

     ６年生に伝える会（６校時） 

 ９日（金）スクールカウンセラー来校 

１０日（土）苫小牧卓球オープン大会 

１１日（日）建国記念日・苫小牧高専入試 

１２日（月）振替休日・バドミントン交流大会 

１３日（火）公立高校推薦面接、参観日・懇談会 

１４日（水）町内特別支援学級交流会 

１５日（木）私立高校入試Ａ 

１６日（金）スクールカウンセラー来校 

２０日（火）委員会  

２３日（木）天皇誕生日 

２７日（火）１年APR（５・６校時） 

学年末テスト部活動中止（3月４日まで） 

 

※ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー へ の 相 談 は 、 生

徒 は も ち ろ ん 保 護 者 の 方 も 相 談 で き ま

す 。相 談 を ご 希 望 さ れ る 方 は 、厚 南 中 学 校

ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

11 月学校評価アンケートでのご意見について、ここで紹介いたします。（先月号では家庭での有効的なクロ

ムブックの活用方法について回答しましたがそれ以外についてです。） 

○こども達の表情が、どんどん魅力的になってきているなと感じております。自分のことだけではなく、周り

にも関心が向くようになったからなのでしょうか。いつも良いこと悪いことを逃さず、真正面から向き合って

下さり、本当にありがたいです。 

 → 今後も職員で連携を図りながら、安心して生活できる学びの場を作って参ります。 

▲中学生は進学する人就職する人がいて、中学生だから通用するのでは無く社会で通用するのかを考えてこれ

からも子供達を育てる場所であって欲しいと思います。 

 → 本校では 15歳の姿を示し、各学級でどれだけその理想の姿に近づけたか、何を努力するとよいかを考え

ながら生徒たちと取り組んで参ります。保護者の皆様には、生徒たちの変容や、学校に対してお気づきの点が

あればお伝えいただき、子どもたちの成長につなげていきたいと思います。 

▲英語の交流が多いみたいですが、交流のための作文で生徒に任せる割合が高いが狙いにあった材料を集めた

り英文を創作したり発音したりする力がついていない生徒もいると思います。作文中にアドバイスしたり、作

文できずに困っている生徒がいたら段階に合わせて支援したりしてほしい。準備した文は事前に教科担当が確

認すると安心して交流できると思いますので、より有効な活動にするため、ご検討ください。 

→ なかなか文の作成に取りかかれず、じっくりと考えアイディアが決まると意欲的に取り組める傾向にあ

る生徒がいます。英語だけでなく、他の教科でも同様のことが言えます。しっかりと基礎・基本の定着をさせ

るとともに、生徒一人ひとりの到達度に応じた支援を教員同士で共有して進めて参ります。なお、題材ややる

ことが明らかになったら取り組みが早いという姿も確認できています。本校では、支援員をつけたり、数学で

は TT教員を配置したりし、どんなタイミングでサポートしたらよいか、またこのようなサポートが効果的だっ

たなどを確認しながら進めています。お子さんで、学習に不安のあるご家庭がありましたらご相談ください。

また、現在宿題などの課題の出し方についても職員内で検討中です。勉強が得意で自力でも進めていける生徒

と、その教科が苦手な生徒がいるのは事実です。例として、その子自身に「ここまでは取り組む」など自ら決

めさせて行わせるなどの工夫を図り、個別最適な学びにつながるように進めたいと思います。 


